
アプリケーションノート

R01AN0309JJ0100 Rev.1.00 Page 1 of 10
2010.10.29

要旨
本アプリケーションノートでは、R32C/100シリーズのDMAC IIを使用して、即値と任意のメモリの内容

を加算した結果を任意のメモリに転送する方法(以下、即値+メモリ演算転送 )について説明します。

対象デバイス
R32C/116グループ

R32C/117グループ

R32C/118グループ

本アプリケーションノートを他のマイコンへ適用する場合、そのマイコンの仕様にあわせて変更し、十

分評価してください。

R01AN0309JJ0100
Rev.1.00

2010.10.29

R32C/100シリーズ

DMAC IIの使い方 (演算転送 即値+メモリ )
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1. 仕様
INT0割り込みが発生したとき、DMA II転送で即値+メモリ演算転送を行います。

表 1.1に使用する周辺機能と用途を、図 1.1にブロック図を、図 1.2にバスタイミング図を示します。

図 1.1 ブロック図

図 1.2 バスタイミング図

表 1.1 使用する周辺機能と用途

周辺機能 用途

DMAC II 即値+メモリ演算転送

INT0割り込み DMAC II起動要因

CPU ROM/RAM

周辺装置1 周辺装置2

DMAC II

BUS

CPUを介さずROM/RAMへ
。アクセスする 

DMA II 、転送中は CPU側で
BUS 。が使用できない 

バス使用許可

DMAC II

CPU

DMAC II起動要因

DMA II転送要求

DMA II 、転送中 CPUはバスを
DMAC II 。に明け渡しています 
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2. 動作確認条件
本アプリケーションノートのサンプルコードは、下記の条件で動作を確認しています。

3. 関連アプリケーションノート
本アプリケーションノートに関連するアプリケーションノートを以下に示します。併せて参照してくだ

さい。

• R32C/100シリーズ メインクロック逓倍モード設定手順 (RJJ05B1259)

4. ハードウェア説明

4.1 使用端子一覧

表 4.1に使用端子と機能を示します。

表 2.1 動作確認条件

項目 内容

使用マイコン R5F64189DFD(R32C/118グループ )
動作周波数 •メインクロック：16MHz

• PLLクロック：100MHz
•ベースクロック：50MHz
• CPUクロック：50MHz
•周辺バスクロック：25MHz
•周辺機能クロック源：25MHz

動作電圧 5V
統合開発環境 ルネサス エレクトロニクス製

    High-Performance Embedded Workshop Version 4.07
Cコンパイラ ルネサス エレクトロニクス製

    R32C/100 Series C Compiler V.1.02 Release 01
コンパイルオプション
    -D__STACKSIZE__=0X300 -D__ISTACKSIZE__=0X300 
    -DVECTOR_ADR=0x0FFFFFBDC -c -finfo -dir "$(CONFIGDIR)"
(統合開発環境のデフォルト設定を使用しています )

動作モード シングルチップモード

サンプルコードの
バージョン

Version 1.00

使用ボード Renesas Starter Kit for R32C/118 (製品型名：R0K564189S000BE)

表 4.1 使用端子と機能

端子名 入出力 内容

P8_2/INT0 入力 DMAC II起動要因 (INT0割り込み )の入力
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5. ソフトウェア説明

5.1 動作概要

割り込み要求レベル7に設定した割り込み要因が発生したときに、DMA II転送で即値+メモリ演算転送

を行います。本アプリケーションノートでは、INT0割り込みを割り込み要求レベル7に設定しています。

(1) DMAC II初期設定

DMAC IIインデックス、DMAC II起動要因の設定を行います。DMAC II起動要因に INT0割り込

みを使用しますので、INT0端子とINT0割り込み制御レジスタの設定も行います。

DMAC IIインデックスの設定を以下に示します。

• 転送サイズ：8ビット

• 転送対象：即値

• 転送元アドレッシング：インクリメント

• 転送先アドレッシング：固定

• 演算転送機能：使用する

• 転送方式：単転送

• 転送完了割り込み：使用しない

• チェーン転送：チェーン転送しない

• 転送回数 (COUNT)：5回
• 転送元アドレス (SADR)：即値 (20h)
• 演算対象アドレス (OADR)：演算対象アドレス (400h)
• 転送先アドレス (DADR)：転送先アドレス (1000h)

(2) INT0割り込み発生時

INT0割り込みが発生したとき、DMAC IIインデックスの転送元アドレス (SADR)に設定した即値

データと、演算対象アドレス (OADR)で指定したメモリの内容を加算し、転送先アドレス (DADR)
で指定したアドレスへ転送します。転送後、転送カウンタ (COUNT)が“1”減算され、OADRが

“1”加算 (注1)されます。

COUNTが“0”になると、INT0割り込みが発生してもDMA II転送は行いません。

注 1. 転送サイズが8ビットの場合です。転送サイズが16ビットの場合、“2”加算されます。

図 5.1にDMA II転送動作例を示します。
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図 5.1 DMA II転送動作例

① 初期設定時 ②1回目のDMAC II要求(INT0割り込み)発生時

00000400h

0014h
0005h
0020h

00001000h

XXh

0000408h

00001000h

INT0の割り込みベクタ
(可変ベクタテーブルの

32番目)

MOD
COUNT
SADR(注1)

DADR

00000408h番地に配置した
DMAC IIインデックスの設定

。で動作します 

③2回目のDMAC II要求(INT0割り込み)発生時 ④5回目のDMAC II要求(INT0割り込み)発生時

02h
01h

05h
04h
03h

00000400h

0004h

00000401h
00001000h

21h

00000408h

00001000h

INT0の割り込みベクタ
(可変ベクタテーブルの

32番目)

MOD
COUNT
SADR

DADR

DMA II転送

00000400h

0003h

00000402h
00001000h

22h

00000408h

00001000h

INT0の割り込みベクタ
(可変ベクタテーブルの

32番目)

MOD
COUNT
SADR

DADR

00000400h

0000h

00000405h
0001000h

25h

00000408h

00001000h

INT0の割り込みベクタ
(可変ベクタテーブルの

32番目)

MOD
COUNT
SADR

DADR

DMA II転送

DMA II転送

COUNTが0000hになった
、ため これ以降のDMAC II

起動要因によるDMA II転送
。は行われません 

1回目のDMA II 。転送が実行されます 
SADRの値とOADRで指定したメモリの

。内容が加算された値が転送されます 

演算対象アドレス(OADR)と
転送カウンタ(COUNT)が

。更新されます 

2回目のDMA II転送
。が実行されます 

00000408h 00000408h

00000408h 00000408h

注1. SADRは4 、 、バイトデータで構成されていますが 即値の場合 上位2 。バイトは無視されます 

即値

00000400h OADR OADR

0014h

02h
01h

05h
04h
03h

0014h

02h
01h

05h
04h
03h

0014h

02h
01h

05h
04h
03h

0020h

0020h 0020h
OADR OADR

演算対象アドレス(OADR)と
転送カウンタ(COUNT)が

。更新されます 

+

+ +
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5.2 定数一覧

表 5.1にサンプルコードで使用する定数を示します。

5.3 構造体 /共用体一覧

図 5.2にサンプルコードで使用する構造体 /共用体を示します。

図 5.2 サンプルコードで使用する構造体 /共用体

DMAC II の起動要因となる周辺機能割り込みの割り込みベクタに、DMAC II インデックスの先頭番地

を設定してください。

本アプリケーションではDMAC II の起動要因に INT0 割り込みを使用しています。図 5.3に設定例を示

します。

図 5.3 DMAC IIの起動要因に INT0割り込みを使用する場合の、周辺機能の可変ベクタテーブル設定例

表 5.1 サンプルコードで使用する定数

定数名 設定値 内容

DEST_ADDRESS 1000h DMA II転送先アドレス

TRANS_COUNT 5 DMA II転送回数

IMM_DATA 0020h 即値データ

// DMAC II インデックス

struct{
    union {
        struct{
            char    size:1;                             // 転送サイズ選択ビット
            char    imm:1;                             // 転送対象選択ビット
            char    upds:1;                            // 転送元アドレッシング選択ビット
            char    updd:1;                            // 転送先アドレッシング選択ビット
            char    oper:1;                             // 演算転送機能選択ビット
            char    brst:1;                              // バースト転送機能選択ビット
            char    inte:1;                              // 転送完了割り込み選択ビット
            char    chain:1;                           // チェーン転送選択ビット
            char    reserve:7;                        //
            char    mult:1;                             // 複数転送選択ビット
        }mod_bit;
        unsigned short mod_word;
    }mod;
    unsigned short count;                         // 転送カウンタ
    unsigned long sadr;                            // 転送元アドレス
    unsigned char far *oadr;                     // 演算対象アドレス
    unsigned char far *dadr;                     // 転送先アドレス
}dm_index;

asm( "   .rvector 31, _dm_index" );     // Define DMAC II Index (Software Interrupt Number 31)
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5.4 変数一覧

表 5.2にグローバル変数を示します。

5.5 フローチャート

5.5.1 メイン処理

図 5.4にメイン処理のフローチャートを示します。

図 5.4 メイン処理

表 5.2 グローバル変数

型 変数名 内容 使用関数

unsigned char cal_data[] DMA II演算用データ

(01h、02h、03h、04h、05h)
DMACII_init

struct dm_index DMAC IIインデックス DMACII_init

PLLクロック設定
SetPLLClock()

main

マスカブル割り込み禁止

P8_2/INT0端子の設定

DMAC II初期設定
DMACII_init()

INT0割り込みの入力極性と

割り込み要求レベルの設定

Iフラグ ← 0

。メインクロック逓倍モードでの各クロック周波数を設定します 

IFSR0レジスタ ← 00h
    IFSR00ビット = 0

INT0ICレジスタ ← 07h
    ILVL2-ILVL0ビット = 111b
    IRビット = 0
    POLビット = 0
    LVSビット = 0

: 片エッジ

: レベル7
: 割り込み要求なし
: 立ち下がりエッジ/“L”レベルを選択
: エッジセンス

P8_2Sレジスタ ← 00h
    PSEL2-PSEL0ビット = 000b
    NOD = 0

PD8レジスタ
    PD8_2ビット ← 0

(1)

(2)

(3)

(4)

: 入出力ポートP8_2
: プッシュプル出力

: 入力ポートとして機能
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5.5.2 DMAC II初期設定

図 5.5にDMAC II初期設定のフローチャートを示します。

図 5.5 DMAC II初期設定

DMACII_init

割り込み要求レベル7を
DMA II転送に使用するよう設定

RIPL1レジスタ ← 20h
RIPL2レジスタ ← 20h
    FSITビット = 0
    DMAIIビット = 1 : 割り込み要求レベル7はDMA II転送に使用(注1、2)

MOD ← 0014h
    SIZEビット = 0
    IMMビット = 0
    UPDSビット = 1
    UPDDビット = 0
    OPERビット = 1
    BRSTビット = 0
    INTEビット = 0
    CHAINビット = 0
    MULT ビット = 0

: 8ビット
: 即値
: インクリメント
: 固定
: 演算機能あり
: 単転送
: 割り込みを使用しない
: チェーン転送しない
: 複数転送しない

COUNT ← TRANS_COUNT : 転送回数を設定

SADR ← IMM_DATA

DADR ← DEST_ADDRESS

return

(1)

(2) DMAC IIインデックスを設定

OADR ← 演算用データ領域の先頭アドレスを設定

: 転送先アドレスを設定

注1. DMAC IIの転送はIフラグとIPL 。の影響を受けません 
注2. 高速割り込みとDMAC IIは同時に 。使用できません 

: 即値を設定
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6. サンプルコード
サンプルコードは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。

7. 参考ドキュメント
R32C/116グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編　Rev.1.10
R32C/117グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編　Rev.1.10
R32C/118グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編　Rev.1.10
(最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

テクニカルアップデート /テクニカルニュース

(最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

Cコンパイラユーザーズマニュアル

R32C/100シリーズ用Cコンパイラパッケージ Cコンパイラユーザーズマニュアル Rev.2.00
(最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

ホームページとサポート窓口
ルネサス エレクトロニクスホームページ

http://japan.renesas.com/

お問合せ先
http://japan.renesas.com/inquiry
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